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3月一斉休校からの取り組み

• スクールカウンセラー便りを作成し配布、もしくはHPへの掲載

• 来校しての子どもと保護者の相談

（保護者が了承したケースのみ、予防策をして面接室で行う）

• 学校の電話を使っての電話相談

• 先生方への情報提供 （中国の資料、信頼できるHPの紹介）

• 気になる子どもや家庭への休校中のフォローについて助言

4月以降は、来校しての面接はほとんど行われなくなっている
（一部まだ有り）

青・・心理教育
赤・・個別相談
黄・・コンサルテーション



3月2日
小学校でプリント配布
（児童向け）

藤田医科大学のHPより、
4コマ漫画状態にして編集
休校前最終日に全校児童

に配布した



3月2日
小学校でプリント配布
（児童向け）

児童用に配布した資料の
基データと、一般向けの
東北医科薬科大学のハン
ドブックの二つのQR
コードを貼りつけて簡単
な解説付き

同じく休校直前の登校日
に全校児童に配布



4月新学期
中学校で配布
プリントorHP掲載

（生徒向け）

子どものセルフケア

① 生活リズム
② 感染予防
③ 運動
④ 正しい情報を得る
⑤ リラクセーション
⑥ 人とのつながり
⑦ ソーシャルサポート
について記述
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4月新学期
小中学校で配布
プリントorHP掲載

(保護者向け)

児童生徒向けと同じく、
保護者自身のセルフケア

＋
保護者による子どものケ
アについて記述



保護者自身がしんど
くなってきている場
合の保護者への心理
教育とセルフケア

①不安は当たり前
②時として泣いても
怒ってもいい

③自分を優先
④怠けモードで

子どものケアについ
てはあえて触れず

５月
小中学校で配布予定
プリントorHP掲載

（保護者向け）



今までの取り組みへの課題

• スクールカウンセラー便りの配布、もしくはHPへの掲載

→これからも在宅でも継続可能

• 来校しての相談

→濃厚接触の危険性 保護者や子どもが外出していいか？

• 学校の電話を使っての電話相談

→SC自身も出勤制限のある中むずかしくなる

• 先生方への情報提供

気になる子どもや家庭への休校中のフォローについて助言

→そもそも先生たちも在宅勤務

青・・心理教育
赤・・個別相談
黄・・コンサルテーション



新たな取り組みの案
• これから展開される予定のオンライン授業に乗っかっていく

→「心のケア」についての授業を乗せていく

→ネットを使った準対面の面接を行う

→教員へのコンサルテーションもオンラインで

• ネット環境が整えられない、

家庭や子どもの事情で使いこなせない層への働きかけ

→プリント配布なども活用しつつ

→電話相談を改めて見直す（転送機能？）

• スクールカウンセラーの新しい働き方を模索

→面接室にこもれないが、自宅で繋がって

いかないといけない

デジタルと
アナログの
ハイブリッド

青・・心理教育
赤・・個別相談
黄・・コンサルテーション


